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僕達もまつりに参加 
暑さなんかに負けないぞ 

嚇子にも鬼が乱入！ 
笛の音色でいざ勝負 

g奇祭から 
ー 全国を代表するまつりへ 

立侵武多吹独の融 一 

鳥森町内会が、今年初めて独自に、住

民の総力を挙げてミニ立倭武多を製作。 

「立侵武多を観光の目玉にしている市の

活性化につながれば」という町内会の思

いをのせ、運行されました。 

今
年
か
ら
名
前
も
新
た
に
、
内
容
も

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
当
市
の
夏
ま
つ

り
「
ん
所
川
原
立
侵
武
多
ー
火
と
虫
の

祭
典

ー
」
が
八
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で

の
六
日
間
行
わ
れ
、
当
市
の
熱
い
夏
を

彩
り
、
感
動
と
活
力
を
私
達
に
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
 「先
人
達
の
残
し
て
く

れ
た
大
い
な
る
遺
産
、
立
侵
武
多
に
果

敢
に
挑
戦
し
、
成
功
さ
せ
た
の
は
皆
さ

ん
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
こ
そ
。
こ
の

成
功
を
当
市
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
、
 

私
達
も
子
孫
に
大
き
な
財
産
を
残
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
開
会
式
で
の
成
田
市

長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
夏
ま
つ
り
。
 

今
年
四
月
、
第
三
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ

ン
ト
大
賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
全
国
的

に
も
そ
の
名
を
知
ら
し
め
た
立
侵
武
多

は
四
日
か
ら
運
行
さ
れ
、
天
を
突
く
偉

容
と
圧
倒
的
な
迫
力
で
見
る
人
全
て
を

魅
了
し
、
沿
道
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
 



L  
町内ねぷたも魅力的 

今年は6台参加です 

立侵武多運行に参加した 
安治川（元旭富士関）部屋の力士達 

あまりの大きさに見上げてしまう
沿道を埋め尽くした観客 

制津督 

五所川原 
本町クラブ（伊藤

哲雄代表）から市観

光協会へ立倭武多

運行で役立ててほ

しいと大太鼓ニ基、 

中太鼓ニ基、小太

鼓＋基、口ープが

寄贈され、会員の

小野雄ーさんから

手渡されました。 

喝fき7奏 

市民ー人ひとりが
桃太郎になって 
ー致協力して 

内なる鬼を退治U 

か
ら
は
感
嘆
と
歓
喜
の
声
、
拍
手
が
盛

ん
に
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 「鬼
が
来
た
」
 
「親
子
の
旅

立
ち
」
の
ほ
か
に
も
、
五
所
川
原
高
等

学
校
製
作
の
「
不
動
明
王
」
、
烏
森
町

内
会
製
作
の
「弁
慶
の
立
往
生
」
な
ど

の
立
侯
武
多
も
参
加
し
、
大
小
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
運
行
は
、
新
た
な
魅
力
と
な

っ
て
い
た
ほ
か
、
若
者
達
の
ハ
ネ
ト
の

歓
声
、
正
調
ね
ぷ
た
灘
子
、
立
侯
武
多

の
踊
り
手
「
わく
わ
く
元
気
隊
」
が
運

行
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
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今
後
は
いろ
い
ろ
な分
野
で
 

交
流
を
jP
5
き
た
い
 

~~~瞬‘ト 

国山西省永済市訪H 

中

国
山

西
省

、
水
済
市
長

来
訪
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八
月
二
日
、
中
国
山
西
省
永
済
市
の

播
和
平
（
は
ん
わ
へ
い
）
市
長
ら
一
行

五
人
が
五
所
川
原
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。
 

播
市
長
ら
の
来
訪
は
、
五
所
川
原
市

八
重
菊
e
元
小
学
校
校
長
、
大
谷
太
智

雄
さ
ん

（
茜）
が
永
済
市
に
近
い
運
城

市
の
 「銀
海
外
語
学
校
」
で
、
平
成
八

年
か
ら
今
年
の
七
月
ま
で
約
三
年
あ
ま

り
講
師
を
勤
め
て
い
た
縁
に
よ
る
も
の

で
、
昨
年
十
一
月
に
は
永
済
市
の
招
き

で
成
田
市
長
が
永
済
市
を
訪
門
し
て
い

ま
す
。
 

大
谷
さ
ん
と
と
も
に
成
田
市
長
を
表

敬
訪
間
し
た
潜
市
長
は
、
市
の
歓
迎
に

感
謝
し

「
今後
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で

交
流
を
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
そ
の
後
一
行
は
、
市
内
の

菊
の
ハ
ウ
ス
や
り
ん
ご
園
、
ト
マ
ト
ハ

ウ
ス
な
ど
の
農
業
施
設
や
水
道
事
業
所
、
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
な
ど
市
の
施
設
、
そ
し

て
誘
致
企
業
、ェ
ル
ム
の
街
、津
軽
金
山

焼
な
ど
産
業
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
各

種
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
「
百
の
火
祭
り
、
花
火
大
会

を
見
学
、
四
日
の
立
侵
武
多
の
運
行
に

参
加
す
る
な
ど
本
市
の
夏
を
十
分
満
喫

し
帰
国
し
ま
し
た
。
 

山
西
省
永
済
市

と
は
 

山
西
省
の
西
南
部
に
位
置
し
、
同
省

連
城
地
区
に
属
す
る
都
市
の
ー
つ
で
、
 

長
い
歴
史
と
古
い
文
化
を
有
す
る
人
口

十
二
万
人
の
都
市
で
す
。
唐
の
時
代
に

は
、
「蒲
州
（
ほ
し
ゆう
）」
、玄
宗
皇
帝

の
開
元
年
間
に
は
「
河中
府
（
か
ち
ゆう

と

」
と
呼
ばれ
長
安
（
現
在の
西
安
）
、
 

洛
陽
に
次
ぐ
陪
都
（
ば
い
と
）
の
ー
つ
に

昇
格
し
た
ほ
どの
大
都
市
で
あ
り
ま
し
た
。
 

現
在
は
、
農
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
り

ん
ご
を
主
と
す
る
果
樹
、
綿
花
、
野
菜
 

（特
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
有
名
）
な
どが

栽
培
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
淡
水
魚
の
養

殖
、
鶏
や
肉
牛
な
ど
の
飼
育
加
工
、
野

菜
加
工
も
市
の
産
業
を
支
え
て
い
ま
す
。
 

工
業
に
つ
い
て
は
鉄
道
用
モ
ー
タ

ー
 

の
生
産
を
中
心
と
す
る
大
型
電
動
機
械

工
場
を
は
じ
め
、
化
学
、
食
品
、
軽
紡

績
な
ど
の
工
場
が
あ
り
ま
す
。
 

観
光
資
源
も
豊
富
で
、主
な
も
の
は
、
 

西
廟
記
物
語
で
有
名
な
「
普
救
寺
」
、黄

河
の
ほ
と
り
の
古
蒲
津
渡
遺
跡
、
中
国

古
代
の
四
名
楼
の
ー
つ
で
あ
る
「
鶴
雀

楼
（
かん
じ
ゃ
く
ろ
う
）
」
、
楊
貴
妃
の
古

い
住
ま
い
で
あ
る
「
楊
貴
妃
の
故
居
」
 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 



（
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
）
 

男
女
の
性
に
よ
っ
て
社
会
的
な
活動

を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
男
女
そ
れ

ぞ
れ
が
自
立
し
た
個
人
と
し
て
、
性
で

は
な
く
個
性
で
互
い
を
認
識
し
、
職
場
、
 

家
庭
、
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
協

力
し
合
う
社
会
で
す
。
 

一
 
女
性
の

た
め

の
市
政
講

座
を
開
設
一
 

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
女
性
を
対
象
に
初
め
て
市
政

講
座
が
開
催
さ
れ
、
七
月
二
十
八
日
、
 

市
働
く
婦
人
の
家
で
開
講
式
と
一
回
目

の
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
成
田
市
長
が

「
今回
の

講
座
を
実
生
活
で
役
立
て
る
だ
け
で
な

く
、
市
政
参
加
の
機
会
に
し
、
大
い
に

行
政
に
参
画
し
て
く
だ
さ
い
」
 
と
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
 一
回
目
の
講
座
「
市
の

環
境
（
ご
み
）
行
政
に
つ
い
て
」
が
行

わ
れ
、
来
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
を
担
当
職

員
が
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。
 

同
講
座
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
 
 

進
に
向
け
、
女
性
の
市
政
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
で
、
市
政
に
参
加
し
様
々

な
提
言
を
し
て
も
ら
い
、
活
用
し
て
い

き
た
い
と
い
う
目
的
で
開
講
さ
れ
た
も

の
で
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単
位
取
得
も

で
き
、
今
後
十
一
月
ま
で
延
べ
八
回
、
 

介
護
保
険
制
度
や
税
の
し
く
み
な
ど
市

政
全
般
に
渡
っ
て
研
修
す
る
予
定
で
す
。
 

ノ
 

次
回
講
座
の
お
知
ら
せ
 

●

8
月
2
3日
同
 
1
3時
3
0分

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

◇
研
修
内
容
 

「
介護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
募
集
期
間
 
随
時
 

◇
申
込
方
法
 
は
つ
ら
つ
女
性
課
（
内
 

線
2
3
2
）
へ
事
前
に
お
電
話
で
お
 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

み
ん
な
仲
良
く
元
気
2
 

第
三
十
三
回
 

身
体
障
害
者
体
育
大
会
 

七
月
二
十
三
日
、
第
三
十
三
回
身
体

障
害
者
体
育
大
会
が
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
約
三
百
人
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、市
内
の
身
体
障
害
者
、知

的
障
害
児
・
者
が
一
堂
に集
ま
り
各
種

競
技
を
通
じ
て
、体
力
の
維
持
、増
強
を

図
り
な
が
ら
協
調
精
神
を
養
い
お
互
い

の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
五
所
川
原
市

身
体
障
害
者
福
祉
会
（箱
田
正
勝
会
長
）
、
 

五
所
川
原
市
ろ
う
あ
協
会

（工
藤
朱
実

会
長
）
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

（長
岡

ハ
チ
ェ
会
長
）
が協
賛
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、参
加
者
は
、
大
玉
運

び
や
豆
つ
か
み
競
争
な
ど
の
競
技
を
和

気
あ
い
あ
い
に
進
め
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。
 

今
日
は
一
日
消
防
士
気
分
 

み
ん
谷
集
ま
れ
I
'
 

消
防
広
場
 

八
月
一
日
、
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
第
五
回
み
ん

な
集
ま
れ
ノ
消
防
広
場
が
催
さ
れ
、
晴

天
の
下
、
子
ど
も
達
が
消
防
車
両
、
器

具
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

こ
の
催
し
は
救
助
訓
練
、
体
験
学
習

や
消
防
車
両
展
示
等
を
通
じ
て
、
地
域

住
民
の
防
災
及
び
消
防
に
対
す
る
認
識

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
市
消
防
団
が
主

催
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
 

日
頃
の
研
鏡
の
成
果
を
見
せ
た
分
団
対

抗
機
械
器
具
点
検
競
技
大
会
の
ほ
か
、は

し
ご
車
へ
の
体
験
搭
乗
や
消
防
関
連
の

問
題
を
出
し
た
ウ
ル
ト
ラ
消
防
クイ
ズ
な

ど
が
行
わ
れ
、た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が

楽
し
い
休
日
を
過
ご
J
て
い
ま
し
た
。
 

ー
ど
う
も
あ
り
が
と
う
 

ご
ぎ

い
ま
し

た
ー
 

＠
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
同
扇
屋
辻
商
会
（
辻
正
弘
代
表
）
 

廿
寄
贈
（
縁
起
開
眼
茶
百
個
入
り
一
一

箱
）
。
 

〇
松
沢
永
八
郎
さ
ん

（
市内
川
山
字
森

内
八
ニ
ー
一
）
廿
寄
贈
（
営
業
用
掃

除
機
一
台
）
。
 

＠
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
建
築
組
合
（
長
内
秀
五
郎

組
合
長
）
廿
一
一
万円
。
 

〇
五
所
川
原
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

（
浅
見則
昭
会
長
）
廿
三
万
二
千
五

百
円
。
 

⑥
市
福
祉
事
務
所
へ
 

O
小
田
桐
せ
桑
さ
ん
（
市
内
野
里
字
野

岸
三
六
二
一
）
廿
寄
贈
（
巾
着
袋
三

十
個
）
。
 

「十
八
年
連
続
の
寄
付
と
な
る

長
内
秀
五
郎
五
所
川
原
建
築
組

合
長
」
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真
夏
の
太

陽
の
下

球
技
で
よ
い
汗
●
●
●
●
・
 

●
●
●
●
o

市
内
各
所
で
元
気
に
ス
ポ
 
ツ
 

立
侵
武
多
に
踊
り
で
参
加
 

わ
く
わ
く
元
気隊
コ
ン
テ
ス
ト結
果
発
表
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七
月
三
十
一
日
と
八
月
一
日
の
一
百

間
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
で
9
9北
海
道
・

東
北
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
五
所
川

原
大
会
が
行
わ
れ
、
北
は
北
海
道
倶
知

安
町
か
ら
南
は
宮
城
県
仙
台
市
ま
で
延

べ
四
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
昭
和
六
十

年
、
本
市
が
東
北
で

一
番

初
に紹
介

さ
れ
て
以
来
、
愛
好
者
を
増
や
し
、
今

や
県
内
の
競
技
人
口
は
一
万
人
を
数
え

て
い
る
人
気
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
 

夏
真
っ
盛
り
に
開
催
さ
れ
た
大
会
で

は
、
参
加
者
が
日
頃
鍛
え
た
腕
前
を
披

露
し
、
各
自
が
優
勝
を
狙
っ
て
ボ
ー
ル

の
行
方
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。
 

八
月
五
日
、
宮
城
県
多
賀
城
市
ス
ポ
 

ー
ッ
少
年
団
三
チ
ー
ム
が
来
市
し
、
当

市
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
と
交
流
試合
を
行

い
、
会
場
と
な
っ
た
市
営
球
場
で
は
元

気
い
っ
ぱ
い
の
試
合
で
互
い
の
友
情
を

深
め
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

仙
台
市
に
隣
接
し
、
日
本
三
大
史
跡

と
し
て
も
有
名
な
多
賀
城
で
知
ら
れ
る

多
賀
城
市
教
育
委
員
会
（
樫
井
茂
男
教

育
長
）
で
は
、
ス
ポ
ー
ッ
交
流
事
業
と

し
て
こ
れ
ま
で
東
北
各
地
を
訪
れ
て
お

り
、
今
年
は
多
賀
城
市
議
会
議
員
で
あ

り
野
球
チ
ー
ム
の
監
督
を
務
め
る
竹
谷

英
昭
氏
が
、
当
市
出
身
と
い
う
縁
で
来

市
し
た
も
の
で
、
試
合
後
に
は
立
侯
武
 
 多

運
行
に
も
参
加
し
、
夏
休
み
一
番
の

思
い
出
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
 

八
月
一
日
、
夏
ま
つ
り
に
協
賛
し
て

五
所
川
原
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
工
藤

由
衛
会
長
）
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大

会
が
、
岩
木
川
河
川
敷
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
約
百
人

の
参
加
者
が
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

工
藤
会
長
は
「
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
で
親

睦
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
を
維

持
し
、
老
齢
者
が
元
気
に
な
る
こ
と
で

市
の
活
性
化
に
一
役
買
い
た
い
」
 
と
大

会
の
趣
旨
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
立
侯
武
多
ー
火
と
虫
の
祭

典
ー
開
会
式
で
は
、
今
年
か
ら
立
侵
武

多
の
運
行
に
踊
り
手
と
し
て
参
加
し
、
 

沿
道
の
観
客
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
お
く

ら
れ
て
い
た
 
「
わく
わ
く
元
気
隊
」
 
の

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

（受
賞
団
体
は
次
の
と
お
り
）
 

⑨

優
秀
賞
 

〇
お
ど
る
ん
ず

（
中
央小
学
校
）
 

佐
々
木
幸
f
さ
ん
 
他
十
一
名
 

⑥
優
秀
衣
装
賞
 

〇
イ
ブ
ニ
ン
グ
娘
（み
ち
の
く
銀
行
）
 

原
田
啓
一
さ
ん
 
他
十
名
 

⑥
特
別
賞
 

〇
稲
垣
仲
よ
し
会
 

斉
藤
ハ
ナ
さ
ん
 
他
九
名
 

〇
藻
川
登
山
ば
や
し
保
存
会
 

高
橋
密
義
さ
ん
 
他
九
名
 

O
ハ
ッ
ス
ル
レ
デ
ィ

ー
 

(J
A
飯
詰
支
部
）
 

竹
谷
ァ
キ
エ
さ
ん
 
他
九
名
 

〇
J
A
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
女
性
部
 

七
和
支
部
②
 

葛
西
タ
キ
さ
ん
 
他
九
名
 

〇
J
A
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
女
性
部
 

七
和
支
部
①
 

斎
藤
久
子
さ
ん
 
他
八
名
 

〇
な
で
し
こ
の
会
（J
A
中
川
支
部
）
 

岡
田
玲
子
さ
ん
 
他
八
名
 

O
輝
け
ジ
ャ
ン
プ
マ
、
ノ
 

木
村
ふ
じ
子
さ
ん
 
他
二
十
名
 

〇
あ
お
ぎ
ん
 

八
木
津
昭
さ
ん
 
他
十
名
 

O
ゆ
う
ゆ
う
チ
ー
ム
 

小
笠
原
奨
さ
ん
 
他
四
名
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
婦
人
部
 

（
原
芳
江
会
長
）
が
、八
月
五
日
か

ら
九
日
の
五
日
間
、
早
朝
か
ら
立
侵

武
多
運
行
コ
ー
ス
の
清
掃
奉
仕
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

夏
ま
つ
り
成
功
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

。
 

,
 



訓練中は会場付近が騒然とします 
8 月31日は、青森県総合防災訓練のため、午前 

8時50分頃から午後12時40分頃まで、各訓練会場

付近では緊急車両の通行によって、ー時的に通行

止めや片側通行となることもあります。 

また、午後1時頃までは訓練のため、ヘリコプ

ターやサイレンの音等で騒然とし、市民の皆様に

ご迷惑をおかけしますが、趣旨をご理解のうえ、 

ご協カをお願いします。 

麦森易総会然災烈纏 
ご理解とご協力をお願いします 

声 
二 一 」~，~ ― 

●防災訓練予定表 
順序 訓練場所 訓 練 項 目 等 

漆川第 2 工業団地 

（主会場） 
●開会式（8:5O-9:OO) 

（
ソ」
 
 

五所川原市全域 

（主会場主体） 
●航空偵察訓練（9: 00 -12 : 30) 

nく
v
 

 

金山大溜池 

(9:20-9:40) 

●林野火災防御訓練（情報収集伝達訓

締現地指揮本部設置訓練・航空偵察訓

練・地上消火訓練・空中消火訓練等） 

4
'
 

 

漆川第 2工業団地 

(1O:0O-12:4O) 

●避難誘導訓練・初期救助訓練等 

●初期消火訓練 

●土砂災害防御訓練 

・被災情報収集訓練 

・緊急交通路確保訓練 

●中高層建物火災防御訓練 

●座屈ビル救助・救出訓練 

・木造倒壊建物救助・救出訓練 

●倒壊ビル救助・救出訓練 

・瓦喋下車両救助・救出訓練 

●救護所設置・医療救護訓練 

●血液・医薬品緊急輸送訓練 

●災害救援物資緊急輸送訓練 

●災害ボランテイア受付訓練 

●給水・水道施設応急復旧訓練 

●炊き出し訓練 

●臨時郵便局設置訓練 

●都市ガス本管緊急復旧訓練 

●LPガス漏洩対策措置訓練 

●電気通信設備復旧訓練 

●電力施設復旧訓練 

●遠距離中継送水訓練 

月31日、青森県、五所川原市及び五

区消防事務組合の主催による青森県

訓練が行われます。この訓練は、青

防災計画、五所川原市地域防災計画

準【び周辺町村地域防災計画に基づき、防災関

係機関。団体と市民の皆様に参加していただ

き‘、夫地震を想定した各種訓練を行い、災害 

~ 的確 
n31JJIjIl-E C<Wi P(U' T22PIT*

i;t
議議I 

かつ総合的に実施できるよう訓練するととも

体制の強化と地域住民の防災意識の

図ることを目的としています。 

主会場となる青森テクノポリスハイ

ク 業団地並びに金山大溜池では、別表に 

示す各種訓練が行われますので、市民の皆様 

のご参観をお願いします。 

●実施日時 	 、、＼ 
8月31日吹） 	 ど ＼ 

8:5O-12:4O 	C 
●実施場所 	 乙／一 

(1）主会場「青森テクノポリスハイテク

工業団地漆川」（漆川第 2工業

団地） 

(2）林野火災防御訓練「金山大溜池」 

●災害想定 

平成11年 8 月31日、午前 8時50分、五所川原市周

辺の震度は最大で「震度 6 強」 となり、建物の倒壊、 

火災の発生、電力、水道等ライフラインに甚大な被

害が生じたほか、倒壊家屋及び瓦磯等により負傷者、 

行方不明者等多数の被災者が発生しているとの想定

のもとに行われるものです。 

7 	平成11年 8 月15日 
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〈連載第12回〉 

房湯造知cj 易易易参警質貨％多 

②）（冗） 
つノ叉ツ 	（園） 

◇知りたいこ 疑問に思っていることはありませんか◇ 

介護保険制度について、疑問点や知りたいことがありませんか。 広報を通じて 
お答えしますのでお問い合わせをお待ちしています。 
送付先 〒037-8686 五所川原市役所 介護保険課「もっと知りたい介護保険Q&A」係 

問い合わせ先 介護保険課 内線272・273 

今回は、皆さんが知りたいと思っている介護保険施設を中心にお知らせいたします。 

0 介護保険施設の種類と違いを教えて下さい。 

A 介護保険施設には、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設の 3種類が 

あります。 これらは介護保険制度開始によりそれぞれ老人福祉施設（特別養護老人ホーム）、 

老人保健施設、療養型病床群（老人病院）から介護保険施設へ移行するものです。介護老人保 

健施設と介護療養型医療施設は医療の必要な方が対象になります。 

※施設サービスの区分 

施設区分 介護老人福祉施設 介護老人保健施設 介護療養型医療施設 

対象者 要介護者 要介護者 要介護者 

サービス内容 

入浴、排せっ、食事等の介護、 
その他の日常生活の世話、機
能訓練、健康管理及び療養上
の世話 

看護、医学的管理の下におけ
る介護及び機能訓練、必要な
医療、日常生活上の世話 

療養上の管理く看護、医学的 
管理の下での介護、その他の 
世話、機能訓練、必要な医療 

0 80歳の父は寝たきりで、長期の療養が必要なので老人病院に入院させようと考えています。 

介護保険制度開始後はどうなるのでしょうか。 

A 現段階で入院した場合、医療保険の適用となりますが、介護保険制度開始後は、介護保険の

適用となります。 

老人病院とは慢性疾患の高齢者が療養できる病棟を持つ病院をいい、積極的な治療よりも介

護面を充実し、職員配置でも身の回りの世話をする介護職員を置いているのが特徴です。 介護

保険では、このような施設への入院も保険給付の対象にしています。介護保険では 「介護療養

型医療施設」 といいます。 

これには 「療養型病床群」 「老人性痴呆疾患療養病棟」 「介護力強化病院」 の 3種類の施設

が指定されることになります。 

この病院に入院する要介護者に対して、施設サービス計画に基づいて、療養上の管理、看護、 

医学的管理の下における介護などの世話、機能訓練、必要な医療については、介護保険の施設

介護サービス費が支給されます。 この病院は都道府県が指定する介護療養型医療施設（指定介

護療養型医療施設）で、病院と介護施設とを併せ持つ病院になります。 したがって、介護保険

施設部分の入院者が手術などの医療行為を受けるときは、病棟を移って治療を受け、医療保険

を使うことになります。 

※ー般病院と介護療養型医療施設の比較 

区分 ー 般 病 院 
介 護 療 養 型 医 療 施 設 

療 養 型 病 床 群 老人性痴呆疾患療養病棟 ~ 介 護 力 強 化 病 院 

対
象
者
 

急性疾患などの一般患者 長期の療養を必要とする
患者（要介護者） 

主として老人慢性疾患の患者（要介護者） 

施
設
の
条
件
 

病室、診察室、諸検査室、 
処置室、エックス線室、 
手術室等 
(1べッ ド当たりの、 
、面積→ 4.3ni’以 Eノ 

一般病院の施設に加えて
機能訓練室、浴室、食堂、 
談話室の設置 
71べッドgiたり（乃、 
、面積→ 6.liif以 Lノ 

・般病院の施設に加えて 
廊ド、べッ ド、 	トイ レ、 
浴室等に配慮 

ノ lべッ ド当たりの、 
、面積→ 4.3ni’以上ノ 

左に加え、介護職員等が
整ってし、るもの 

ノ1べッド当たりの、 
、面積→4.3m’以上ノ 

五所川原市役所 合35-2111 	平成11年 8 月15日 8 



あ
お
い
も
り
文
化
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
 

市
教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

内
線

5
5
6
 

ご
存
じ
で
す
か
 

行
政
相
談
 

市
民
課
 

内
線

2
2
0
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6
0歳
代
前
半
層
の
方

（
性別
不
問
）
 

◇
定
員
 
2
0名
（
先
着
順
）
 

◇
申
込
期
間
 

8
月
2
3日
の

1
8
月
2
7日
囲
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
セ
ン
タ
ー
へ
印
鑑
を
持
 

参
の
う
え
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

仮
装
盆

踊
り
大
会
 

市
養
護
老
人

ホ
ー
ム
く
る

み
園
 

公
（
3
4)
2
7
2

ー
 

r三
匹

の
侍
」
で
主
演
し

た
 

長
門
勇
さ
ん
が
 

や
っ

て
き

ま
す
 

●

8
月
2
7日
岡
 

開
場
1
8時
 
開
演
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
小
ホ

ー
 Jレ 

・

こ
う
し
て
ほ
し
い
 

・

苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
措
置

な
ど
に
納
得
が
い
か
な
い
 

・

苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分

か
ら
な
い
 

な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
 

●

毎
月
第
2
、
第
4
木
曜
日
 

1
3時
ー
1
5時
 

市
役
所
1
階
 
相
談
室
 

◇
相
談
委
員
 

・

阿
部
昭
雄
さ
ん
 

市
内
稲
実
字
米
崎
4
7ー
1
0
 

T
E
L
(3
5)
56
2
4
 

・

演
田
健
司
さ
ん
 

市
内
上
平
井
町
取
 

T
E
L
(
3
3)
0
3
51
 

※
相
談
日
以
外
で
も
、
電
話
、
手
紙
等

で
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
 

高
齢
者
介
護

講
習
会
 

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ

ー
養
成

研
修
 

3
級
課

程
 

受
講

生
募

集
 

岡
五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
 

公
（
3
4)8
8
4
4
 

◇
演
題
 

は
ら
ん
ば
ん
じ
ょ
う
 

「波
潤
万
丈
の
我
が
 

俳
優
人
生
と
役
者
根
性
」
 

◇
入
場
料
 
無
料
（
整
理
券不
要
）
 

※
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
単
位
認
定

講
座
で
2
単
位
と
な
り
ま
す
。
 

年
に
1
度
の
入
所
者
と
市
民
の
方
々

と
の
交
流
を
持
つ
機
会
で
す
。
年
々
仮

装
盆
踊
り
の
参
加
者
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
今
年
も
市
民
の
方
々
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

●

8
月
1
9日
困
 
1
8時
ー
2
0時
 

市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

※
模
擬
店
で
即
食
分
準
備
し
て
あ
り
ま
 

す
。
 

に
つ
い
て
 

不
必
要
な
エ
ア
ヲ
ノ
、電
気
、
シ
ャ

ワ
ー
等
の
使
用
を
控
え
、
家
庭
、
事

業
所
、
学
校
に
お
い
て
省
干
不
ル
ギ
 

ー
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
 

省
ェ
ネ
ル
ギー
・
省
資
源対
策
推
進
会

議
省
庁
連
絡
会
議
 

国
の
仕
事
、
J
R
、
N
T
T

、
日
本

た
ば
こ
公
団
と
い
っ
た
特
殊
法
人
の
仕

事
に
つ
い
て
 

・

苦
情
が
あ
る
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
 

こ
の
講
習
会
は
、
6
0歳
代
前
半
層
の

就
業
機
会
拡
大
の
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
必
要
な
知
識
・
技術
を
付
与
す
る

こ
と
を
目
的
に開
催
さ
れ
ま
す
。
 

●
9
月
8
日
困
2
9
月
2
4日
岡
 

の
期
間
で
1
0日
間
実
施
 

◇
募
集
対
象
者
 

Inf⑥nll at i⑥n 
児
童
扶
養
手
当
、
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
 

の
現
況
届
の
提
出
を
ノ
 

市
福
祉
事
務
所
 
生
活
福
祉
課

児
童
家庭
係
 

内
線

5
4
6
 

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
 

8
月
1
日
現
在
の
状
況
を
届
け
出
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
、
8
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

●

届
出
期
間
 

8
月
1
6日
囲
ー
2
0日
国
 

◇
添
付
す
る
も
の
 

児
童
扶
養
手
当
証
書
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
証
書
、
印
鑑
、
そ
の
他
に
つ

い
て
は
別
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
た
だ
し
、母
が
別
居
監
護
し
て
い
る
 
 

場
合
は
、
民
生
委
員
等
の
証
明
書
が
 

必
要
で
す
。
 

◇
提
出
先
 
生
活
福
祉
課
児
童
家
庭
係
 

養
育
者
が

母
 
以
 
外
 

未
婚
の
母
 

父
が
生
死
不
明
 

父

の

拘
禁
 

父
が
障
害
者
 

父
か
ら
の
遺
棄
 

父
の
死
亡
 

父
母
の
離
婚
 

受
給
原
因
 

民
生
委
員
等
の
証
明
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

養
育
申
立
て
書
及
び
 
 

（抄
）
本
 
世

帯
全
員
の
住
民
票
 

対
象
児
童
の戸
籍
謄
 

等
の
証
明
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

福
祉
事
務
所
、警
察
 

刑
務
所
長
等
の
証
明

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

は
診
断
書
）
 
 

（
有期
診
断
の
場
合
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

えて
）
 
一

号
調
書

申
立
書
（
地
区
民
生

世
帯
全
員
の
住
民
票

委
員
の
調
査
書
を
添
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

世
帯
全
員
の
住
民
票
 

添
 
付
 
書
 
類
 



五
所
川
原
市
乳
幼
児
医
療
費
 

受
給
資
格
証
交
付
申
請
手
続
 

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
 

五
所
川
原
市
で
は
、
0
歳
か
ら
3
歳
の
子
ど
も
の
入
院
・
通
院
に対
し
、
医
 

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
8
月
1
日
か
ら
は
、
4
歳
か
ら
就
学
 

前
の
子
ど
も
の
入
院
費
用
に
対
し
て
も
助
成
し
ま
す
。
 

⑥
自
己
負
担
H
l
日
5
0
0
円
 

⑨
助
 
成
【

5
0
0
円
を
差
し
引
い
た
額
 

該
当
す
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
は
、
市
役
所
国
保
年
金
課
⑦
の
窓
ロ
で
乳
幼
 

児
医
療
費
受
給
資
格
証
の
交
付
申
請
手
続
を
8
月
3
1日
因
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
 

さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
国
保
年
金
課
保
険
給
付
係
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
平
成
1
1年
7
月
2
6日
以
降
に
転
入
届
を
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
前
住
所
 

地
よ
り
平
成
1
1年
度
（
児
童
手
当
用
）
所
得
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

給
付
は

権
利
 
税
は
義

務
 

あ
な

た
の
健
康
の
た

め
に
 

み
ん
な

の
国
保
を
育

て
ま
し
よ

う
 

保
険
料
を
忘
れ
ず
に
 

納
め
ま
し
よ
う
 

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
 

内
線
2
1
1
1
2
1
3
 

市
民
ザ
 

青

松
園
盆

踊
り
 

青
松
園
 
公
（3
7)
3
1
1
ー
 

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
2
2日
同
 
1
8時
4
5分

ー
2
1時

青
松
園
グ
ラ
ン
ド
 

※
雨
天
時
には
8
月
2
3日
囲
と
し
ま
す
。
 

◇
仮
装
・
団体
受
付
 
5
名
以
上
1
組

受
付
時
間
 

当
日
1
8時
4
5分

ー
1
9時
3
0分
 

親
と
子
の
 

平
和
写
真
展
 

生
活
協
同
組
合
コ
L
フ
あ
お
も
り

五
所
川
原
地
域

公
（3
4)
66
3
2
 

2
平
和
な
今
の
 

時
代
だ
か
ら
こ
そ
2
 

●

8
月
2
8日
田

・
2
9日
同
 

1
0時
ー
1
6時
 

み
ず
と
み
どり
の
小
公
園
ギ
ャラ
リ
ー
 

◇
内
容
 

原
爆
パ
ネ
ル展
示
、
地
雷

（
見本
）
 

展
示
、
ヒ
ロ
シ
マ
行
動
参
加
者
の
報

告
、
「戦
争
体
験
と
平
和
に
つ
い
て

語
る
会
」
、戦
時
中
の
食
べ
物
（
再
 

r現、
試
食
）
 

一
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い
き
い
き
青
森
っ
子
 

サ
ポ
ー
ト
作
戦
実
施
中
 

五
所
川
原
警

察
署
 

警
察
で
は
今
年
4
月
に
「
青
森
県
少

年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
設
立
し
、
 

少
年
非
行
の
防
止
や
被
害
少
年
の
支
援

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
次
代
を

担
う
子
ど
も
達
の
健
全育
成
は
、
私
達

大
人
の
役
目
で
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
青

少
年
を
非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
学
校
で
の
い
じ
め
、
進
学
、
 

友
達
な
ど
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
子
ど

も
達
や
子
ど
も
の
非
行
問
題
な
ど
で
悩

ん
で
い
る
保
護
者
の
方
は
、気
軽
に
こ

ち
ら
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ロ
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
 

電
話
 
（『叩
）7
6
7
6
 

国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
長
寿
世
界
一
と
い
わ
れ
る
こ
の

国
で
、
長
い
老
後
の
頼
り
と
な
る
の
が

国
民
年
金
で
す
。
 

老
齢
基
礎
年
金
は
、
2
0歳
か
ら
6
0歳

ま
で
の
4
0年
間
保
険
料
を
納
め
る
と
、
 

満
額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
し
か
し
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
 
 と

、
そ
の
分
が
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
 

ま
た
、
国
民
年
金
は
万
一
の事
故
や

病
気
で
障
害
を
持
っ
た
と
き
に
障
害
基

礎
年
金
を
、
 一
家
の
働
き
手
を
失
っ
た

と
き
に
、
子
の
い
る
妻
な
ど
に
遺
族
基

礎
年
金
を
支
給
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
と

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
を
納
め
る
の
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
、
地

区
の
納
付
組
織
に
加
入
す
る
の
も
納
め

忘
れ
の
防
止
に
有
効
で
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
 

救
急
医

療
当
番
医
 

●

8
月
2
2日
同
 

（
医）
俊
栄
会
 

川
崎
胃
腸
科
内
科
医
院
 

・

住
 
所
 
市
内
敷
島
町
5
6
 

・

T
E
L
 
(3
4)
3
3
30
 

●

8
月
2
9日
回
 

（
医）
守生
会
 

中
村
整
形
外
科
病
院
 

・

住
 
所
 
市
内
ー
ッ
谷
伽
 

・

T
E
L
 
(3
4)
3
31
5
 

◇
対
応
時
間
（
電
話
で
確
認
）
 

9
時
ー
1
7時
 

※
そ
の
他
、
消
防
署

（
救
急
医
院案
内
 

T
E
L
 3
41
4
9
9
9）
で
紹
介
 

し
ま
す
。
 

●
 



メ
ダ
カ
は
、
そ
も
そ
も
北
海

道
を
除
く
日
本
全
土
に
広
く
分

布
す
る
体
長
3
、
4
セ
ン
チ
の

淡
水
魚
で
、
童
謡
「
メ
ダ
カ
の

学
校
」
にも
歌
わ
れ
、水
田
や
用

水
路
な
ど
で
身
近
に
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
 

近
年
、
水
質
の
悪
化
や
生
育

環
境
の
変
化
で
生
息
数
は
全
国

的
に
激
減
し
、
岩
木
川
水
系
で

も
建
設
省
が
平
成
9
年
度
に
調

査
を
始
め
て
る
な
ど
年
々
姿
を

消
し
つ
つ
あ
る
水性
生
物
で
す
。
 

●
 
 

皆
さ
ん
 
日
疋
非
来
て

く
だ

さ
い
（

・
 

0
0
0●O
O
O
O
e0
 

ー
そ
う
5

っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

ー
 

現
在
、
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
環
境
庁
の
レ

ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
 
「メ
ダ
カ
」
を
題
材
に

ふ
る
さ
と
の
自
然
環
境
を
考
え
て
い
く
事
業
で
す
。
 

●

8
月
2
8日
田
 
9
時

、
1
2時
 

五
所
川
原
商
工
会
館
 
2
階
 

◇
内
容
 
・
子
ど
も
達
に
よ
る
調
査
研
究
発
表
会
 

・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
、
ノ
 

◇
講
師
 

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部
 
佐
原
雄
二
教
授
 

浅
虫
水
族
館
飼
育
展
示
課
魚
類
展
示
係
長
 

神
正
人
先
生
 

‘教
育
評
論
家

（R
A
B
ラ
ジ
オ
、
元
メ
ダ
カ
の
学
 

校
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
）
 
斎

藤
次
郎
先
生
 

◇
主
催
 
⑩
五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

T
E
」
3
51
4
04
9
 

◆特別障害者手当 	 特別障害者手当の 
障 害 の 程 度 申請をしてくださし、 

（随時、受付しています） 

◆障害児福祉手当 
1. 20歳以上で日常生活に

常時特別の介護を要する

右記の在宅重度障害者。 

日常生活に常時特別の介

護を要する重度障害者とは

国民年金法施行令別表1級 

2一障害基礎年金等、障害 程度の障害が重複する者又 1. 20歳未満で、精神又は 日常生活において常時介 

を事由とする年金の受給 は同程度以上と認められる 身体に障害があり、日常 護を要する障害児とは身体 

者であっても対象になり 者。 生活において常時介護を 障害者手帳1級程度（ 2 級 

ます。 要する右記の在宅障害児 の一部を含む）の障害又は 

3．身体障害者療養施設等 2．肢体不自由児施設等に 特別児童扶養手当1級、愛 

に入所している場合及び 入所している場合及び障 護手帳「A」程度の障害の 

病院等に 3 カ月以上継続 害を支給事由とする年金 うち最重度の障害と認めら 

入院している場合は受給 を受給している場合には れる者。 

できません。 対象となりません。 

1. 手当額は月額26,860円 本人及び本人の配偶者も 1. 手当額は月額14,610円 本人及び本人の配偶者も 

2．支払月は 2 月、 5 月、 しくは扶養義務者の前年の 2．支払月は 2 月、 5 月、 しくは扶養義務者の前年の 

8 月及び11月の 4 期にそ 所得が政令で定める額を超 8 月及び11月の 4 期にそ 所得が政令で定める額を超 

れぞれの前月分までを支 えるときは、手当の支給が れぞれの前月分までを支 えるときは、手当の支給が 

払います。 停止されます。 払います。 停止されます。 

市福祉事務所 高齢福祉課 内線541 

（社）青年会議所のメンバー 

左から三浦重義さん、丸海老隆さん 

小田桐正繁さん 

は
は
し
い
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佐
 
認

承
3
5周
年
を
迎
え
た
今
年
、
青
年
会
議
所
で
は
 

伯
然
と
 

こ
れ
ま
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
環
境
問
題
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
で
も
い
た
メ
ダ
カ
が

減
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
憂
い
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
小
さ
い
け
れ
ど
メ
ダ

力
も
ー
つ
の
命
、
命
の
大
切
さ
と
そ
れ
を
守
る
た
め

の
環
境
保
護
に
つ
い
て
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ

て
今
の
子
ど
も
達
に
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。
 

ま
た
調
査
結
果
を
生
か
し
て
、
今
後
は
水
生
生
物

の
マ
ッ
プ
を
作
り
、
他
地
域
の
団
体
と
も
交
流
し
、
 

少
し
で
も
環
境
破
壊
を
食
い
止
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
次
代
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
達
に
是

非
、
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。
 



ン
ユ芸
《
又
永
わ
ら
 

題

字
 
斎
 
藤
 
清
 
泉
 

〔五
所
川
原
俳
句
会

〕

廿
俳
句
l
 

家
段

す
鉄

の
地
ひ
び

き
雲

の
峰
 

わ
が

乳
児

の
足
大

き
か

リ
梅
雨

の
夜
 

糸
の
雨
墓

の
睡

り
（

遠

郭
公
 

緑
蔭

に
母
を
眠

ら

す
車
椅

子
 

噴
水
の
白
衣

の
円
舞

潔
し
 

成
 

田
 
千
 
空

三
 
上
 
北
 

人

山
 
内
 
清
 
祐

成
 

田
 
市
 

子

斎
 
藤
 

今

日
子
 

瑠

璃
鳴

い
て
燈

明
杉

の
真
昼
か

な
 

松
 
宮
 
梗
 

子
 

土
人
形
色
腿

せ

て
か

ほ
あ
た
た
か

し
 

櫛
 

引
 
麗
 

子
 

ど

の
子
に

も

め
だ

か
を
覗

く
お

尻
あ

リ
 

福
 

士
 

美
 
和
 

母
恋
し

単
衣

の
襟
を
替

ふ
る

時
 

三
 
上
 
悠
恵

子
 

布
財
布
ぶ
ら

リ

と
深
し

苗

木
市
 

敦
  

賀
 

晴
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健
康

相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳

（お
持
ち
の
方
）
 

「
各

地
区
で

の
 

J
 

一
身

も
心

も
さ
っ
ぱ

り
す
る
一
 

r
 

健
康

相
談
」
 

●

8
月
2
3日
同
 
1
0時
ー
1
4時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
 

●

8
月
2
3日
回
 
1
0時
3
0分

ー
1
2時

戸
沢
公
民
館
 

●

8
月
2
3日
回
 
1
2時
3
0分
ー
1
3時
釦
分

坂
ノ
上
集
会
所
 

●

8
月
2
7日
岡
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分

福
岡
公
民
館
 

●

8
月
3
0日
回
 
1
3時
ー
1
4時
3
0分

福
山
消
防
セ
ン
タ
ー
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

9
月
4
日
田
 
1
0時
ー
1
5時
 

市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
 

大
和
山
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
会
場
 

【
成
分
献
血
】
 

●
9
月
3
日
岡
 
9
時
加
分

ー
1
4時
3
0分

市
働
く
婦
人
の
家
・
保健
セ
ン
タ

ー
 

※
予
約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
》」
 

希
望
の
方
は
8
月
3
0日
の
ま
で
に
、
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
な
」
連絡
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

す
こ
や
か
 

発
達
相
談
 

母
と
子
の

相
談
日
 

●

9
月
1
日
困
 

1
0時
ー
1
2時

・
1
3時
ー
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保健
セ
ン
タ
ー
 

※
今
月
の
相
談
日
は
1
回
で
す
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養
（
離
乳
食等
）
相
談
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分
ー
1
2時
4
5分

市
働
く
婦
人
の
家
・
保健
セ
ン
タ

ー
 
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分
ー
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 健
診
に
来
られ
な
か
っ
た

方
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
病
気
治
療
中
の
お
子

さ
ん
は
、
翌
月
に
健
診
の
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
 

暑
い
夏
は
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
や
ア

イ
ス
が
お
い
し
い
季
節
。
で
も
冷
た

い
物
の
取
り
す
ぎ
は
、
腹
痛
や
夏
バ

テ
の
原
因
にも
な
り
ま
す
。
し
っ
か

り
と
し
た
食
事
を
取
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
 

対 象 児 期 日 

4 カ月児 

健 	診 

平成11年 

4 月生まれ 

9 月14日 

（火） 

1 	歳 
6 カ月児 
健 	診 

平成10年 

3 月生まれ 

9 月21日 

（火） 

3 歳児 

健 	診 

平成 8年 

5 月生まれ 

9 月16日 

（木） 
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彦

さ
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り
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あなた鵬 
作ってみませんか 
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母と」二の 

料理教室 

五所ii原市食生活改善推進員会 

ロ 

ミニデコレーションずし 
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一
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一
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一
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I 	I51 

甘酸っぱい香りが、唾液や胃液の分泌に

繋がり、食欲を増してくれます。 簡単に日1 

来、見た目も締麗。 夏バテのときには、お

子さんと一緒に是非作ってみてください。 

子育ては五感を磨くことから。 1斗理をす

ることは五感を育てる良い機会です。 

材料（6人分） 

ごはん 	1, 500 9 	卵 	 3ケ 

あ「酢 	 150cc 「塩 	 少々 
石尾Is 	ー」ー．ヤ I,』し，ノ。pl云山土 
コ｛砂糖 大さじ4と1/21l砂糖 大さじ1弱 
酢 l塩 	小さじ3 にんじん 1と1/2 

ツナ缶 	大1缶 さやえんどう 80 g 
‘醤油 大さじ2 茄で竹の子 609 

A
」砂糖 

" ~みりん大さじ1と1/2 c｛みりん 	小さじ3 
l酒 大さじ1とV2 l塩 小さじ1弱 

作り方 

①ごはんは、熱いうちにあわせ酢を混ぜておく。 

②ツナ缶は汁をきり、Aを加えてぼろぼろになるま

で妙る。 

③卵にBを加え、錦糸卵を作る。 

④にんじんは花形に抜き、茄でる。さやえんどうは

茄でて千切りにする。 

⑤竹の子は短冊に切り、Cで煮る。 

⑥深めの器にラップを

敷き、右の図のよう

に重ねて押す。お皿

にひっくり返したら、 

にんじん、さやえん

どうで飾る。 

三味線うたの集大成といわれ、また三味線

音楽としても完成されたといわれる長唄。 そ

の長唄を30年以上も習い、古典芸能の存続に

努めている高橋睦彦さんは、五所川原市唯ー 

の長唄サークル 「松その会」 の代表でもあり

ます。 長唄を始めた理由は 「私の誕生日に蓄

音機を買った父親の邦楽好きが影響かな。 月、 

さいときから三味線などの音楽が好きで、そ

れがこうじて、昭和33年に楽器店を経営する

ようになりました」 と笑いながら話していま

した。 その後、東京に移り住み、41歳で 「杵

勝（きねかつ）会」 の杵屋三十朗氏に師事し、 

あこがれの長唄を本格的に学びました。 「日

本人の心には三味線の音が合う。 特に長唄の

三味線は、 しゃきしゃきとしているところが

好きだな。 毎年 2~ 3 曲、今でも新曲が出て

るんだよ。 無限の可能性を感じるね」 とその

魅力を語ります。 今の 「松その会」 は、昭和 

51年に五所川原に帰ってきたとき一緒に楽し

む仲間がほしくて結成しました。 現在は、毎

週1回大町自宅で教室を開き、小学2年生か

ら80歳までの11人に長唄を中心に幅広い三味

線の普及を続けています。 近い将来、杵屋の

称号をもらい名取の仲間になりたいという高

橋さん。唯一の気掛かりは、「後継者が少ない

ということ。 長い歴史の中で培われてきた長

唄などの邦楽を多くの人に好きになってほし

い」 と三味線を弾きながら普及への夢を語っ

て二く；れました。 

ちよっと気になるあの人の横顔に掲載す

る人を募集しています。年齢性別は問い

ませんので紹介したい人がいましたら、 

市総務課（内線404）までご連絡くだ

さい。 

13 平成11年8月15日 	五所川原市役所 云35-2111 



五穀豊穣 人々の願いをのせ 
7台の虫が練り歩く ご～繊迦 

虫おくり 

’ー 

炎よりも熱く 夜空を焦がせ 
若者達がまちを駆け抜ける 

虫送り火まつり 

夏の夜空に大輪の花 
第50回五所川原花火大会 

ー水と光と音の祭典― 

8月3日には、五所川原立侵武多一火と虫の祭典

一が開幕。午後2時からの虫おくりから虫送り

火まつり、そして午後9時終了の花火大会まで、 

まつり一色となったこの日は7台の虫の山車や

五穀大虫様の運行、若者達が松明を担ぎ市内を
走る姿、夜空を彩った5千発の花火に、観客か
らは大きな拍手、歓声が送られました。 


